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社
協
事
業
の
ご
理
解
と
会
費
の
お
願
い

　

町
民
の
皆
様
に
は
、
常
日
頃
か
ら
社
会
福
祉
協
議
会
に
対
し
、
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

下
諏
訪
町
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
五
月
二
十
八
日
（
火
）
に
理
事
会
、
評
議
員
会
を
開
催
し
、
平
成
二
十
四
年
度

事
業
報
告
と
決
算
報
告
を
そ
れ
ぞ
れ
可
決
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

社
会
福
祉
協
議
会
と
し
ま
し
て
は
、
高
齢
者
、
障
害
者
、
児
童
、
低
所
得
者
等
に
対
し
、
保
健
福
祉
に
関
係
あ
る

行
政
・
民
間
の
各
種
機
関
・
団
体
の
相
互
協
力
、
協
同
活
動
を
す
す
め
、
社
会
資
源
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
図
り
、

福
祉
問
題
の
解
決
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　

ま
た
介
護
保
険
制
度
の
改
正
が
行
わ
れ
る
中
、
運
営
面
で
も
厳
し
さ
は
あ
り
ま
し
た
が
、
福
祉
の
制
度
を
フ
ル
活

用
し
な
が
ら
、
利
用
者
さ
ん
が
不
利
益
に
な
ら
な
い
よ
う
事
業
を
進
め
、
さ
ら
に
独
居
世
帯
や
高
齢
者
二
人
だ
け
の

世
帯
の
増
加
、
高
齢
者
等
の
孤
立
死
の
社
会
問
題
は
、
当
社
会
福
祉
協
議
会
と
し
ま
し
て
も
重
点
に
お
き
、
地
域
に

お
い
て
の
近
隣
同
士
の
気
配
り
、
支
え
合
い
が
大
切
だ
と
考
え
、

各
種
事
業
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　

決
算
報
告
で
は
、
事
業
活
動
収
支
計
算
書
で
は
、
次
期
繰
越

活
動
収
支
差
額
が
六
千
四
百
二
十
九
万
五
千
九
百
八
十
二
円

（
う
ち
当
期
活
動
収
支
差
額　

百
六
十
万
五
千
五
百
二
円
増
）

と
な
り
、
順
調
に
運
営
が
で
き
て
お
り
ま
す
。
町
民
の
皆
様
の

ご
協
力
、
ご
支
援
に
感
謝
申
し
上
げ
、
更
な
る
利
便
性
が
高
く

満
足
度
の
高
い
福
祉
の
向
上
を
目
指
す
と
と
も
に
、
健
全
運
営

に
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

　

今
年
も
、
町
民
の
皆
様
に
社
協
会
費
を
お
願
い
す
る
時
期
に

な
り
ま
し
た
。
経
済
変
動
の
激
し
く
大
変
な
時
期
で
は
あ
り
ま

す
が
、
社
協
の
事
業
活
動
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
ご
協
力
を
お

願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

平成25年５月28日の理事会・評議員会で、平成
24年度の事業報告及び決算報告が承認されました。
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い
き
い
き
と
活
力
あ
る
毎
日
を
応
援

　より近場で楽しく・気軽に・誰
でもが参加できる「交流の場」と
して開催しています。運営は、各
地区のボランティアさんが担当し、
場所を提供してくださる方々のご
協力をいただき開催しています。
　住民参加による支え合いの場づ
くりにもなっていて、町内８会場
で開催しています。

　二人暮らしの夫婦のどちらかが倒れた
時、高齢者が単身になった時、毎日の生
活でまず心配になるのは食事をきちんと
できているかどうかではないでしょうか。
食事は毎日の楽しみでもあり、心身の健
康を支えるものです。「楽しい会食」で
自立した食生活を営み、仲間づくりと孤
独感の解消を!!
　町内14会場で開催しています。

とじこもり予防事業

食の自立支援事業

下諏訪町社会福祉協議会で実施
している事業を紹介します!!
　　　　　　　　　　　　（一部抜粋）

２区会場（遊泉ハウス児湯）
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わ
か
ち
あ
い
・
た
す
け
あ
い
・
さ
さ
え
あ
い

　第２この街学園に「タオル洗濯」
を、下諏訪町地域活動支援センター
には「赤い羽根共同募金の封筒詰め」
を業務委託をしています。また、老
人福祉センターの清掃業務もお願い
しています。

 在宅で介護されている介護者の皆
様を対象に、当事者同士の交流や情
報の共有、心身のリフレッシュを目
的として、日帰り・一泊二日旅行、
施設見学などの勉強会や体操教室な
どを実施しています。

（年６回実施）

障害者就労支援事業

　今、介護をしている男性は、介護者
全体の３割を超えて、全国で100万人
以上になっています。
　男性は男性の介護の悩みがあります。
　同じ立場だから打ち明けられること

があります。介護
の「なかま」をつ
くりませんか

男性介護者のつどい

家族介護者交流事業

社協会費を活用した独自事業や、町からの委託事業など、「地域福祉の向上」を
目的に、住民の方々のご協力をいただきながら、活動をしています。
事業への参加のご希望や、お問い合わせは TEL27－7396  にお願いいたします。


